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プレミアムガソリンが車のドライバビリティに
及ぼす影響について マスター・オムロン

はじめに
以前の検討で無鉛ハイオクガソリンとレギュ
ラーガソリンの動力特性にたいする影響を比較
し、エンジン音が小さくなるなどの効果は認め
られるものの、動力性能にたいしては無鉛ハイ
オクガソリンの優位性は認められないとの結論
を得た。
しかしその後東京在住の研究者より「ハイオ
クガソリンは効果が有る」との報告書が寄せら
れた。それによると、「ハイオクを入れると吹
け上りがかなり違う」また、「同じハイオクで
もメーカーによって特性が異なる」と言うので
ある。
更に本研究者の使用している車がノッキング
を起こすようになったが、ハイオクを使用した
ところノッキングが起きなくなったという事も
有り、今一度ハイオクガソリンについて研究す
る必要を感じ本論文に着手した。

ノッキングと要求オクタン価
無鉛ハイオクガソリン（以下プレミアムガソ
リン）は、オクタン価が通常のガソリン（レギ
ュラーガソリン）より高い。オクタン価とは簡
単に言えば、「燃焼のし難さ」であると言える。
ガソリンエンジンのようなカルノーサイクルを
使用した内燃機関の場合、間欠燃焼であるとい
う特徴から必然的に導かれる結論であるが、火
花点火による火炎が伝播する速度より早く自然
着火が起きるのは非常に都合が悪いことなので
ある。もしその様なことが起きると、燃料の持
つエネルギーがピストンを押し下げる力として
有効に作用しないだけでなく、シリンダー内を
不規則に振動させエンジン本体を傷めることに
なるのである。
これが即ちノッキングであり、そのエンジン
がノッキングを起こさないために必要なオクタ
ン価を要求オクタン価と言う。（この値はエン
ジンの運転条件によって異なる）

検討内容
プレミアムガソリンの効果を調査するため、
以下のような実験を行った。
なお、試験条件を一定させるため、試験はす
べてシャシダイを用いた台上評価とした。
①動力性能試験
０－８０ｋｍ加速試験 ＆ 最大出力測定
②燃費向上効果調査
１０モード燃費測定
③排ガスレベル調査
１０モードエミッション測定
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供試燃料
表１に性状を示す。
Ｄ社のプレミアムガソリンで、組成のトータ
ルが１００％になっていないが、これはオクタ
ン価向上基剤としてＭＴＢＥ（メチルターシャ
リブチルエーテル）が７ｖｏｌ％含まれている
ためである。Ｄ社以外のガソリンは、アロマ分
でオクタン価を稼いでいることが判る。
注）Ｏ．Ｎ．＝オクタン価

結果
①動力性能試験 図１に０－８０ｋｍ加速試
験結果、表２に最大出力測定結果を示す。
加速試験ではレギュラーガソリンと比較して
プレミアムガソリンが優位となった。
一方、最大出力では明確な効果が現れなかっ
た。データから見る限りではプレミアムガソリ
ンの方が若干出力が高いように見受けられるが、
これはバラツキの範囲内であると考えられる。
レギュラーガソリンを使用した場合には、３
０００ｒｐｍ付近でノッキングが発生した。
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表１　各社ガソリンの性状 （Ｄ社プレミアムガソリンは、ＭＴＢＥ７ｖｏｌ％を含む）※
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図１　０－８０ｋｍ／ｈ加速試験
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表２　最大出力測定結果
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表３　１０モード燃費測定結果
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図２　１０モードエミッション
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しかし、プレミアムガソ
リンを使用した場合には
ノッキングは発生しなか
った。これが加速性能に
影響したものと考えられ
る。

②１０モード燃費
表３に測定結果を示す。
ｎ＝５の平均である。レギュラーガソリンとプ
レミアムガソリンとで燃費に若干の差が見られ
るが、その差は大きくない。また、各社のプレ
ミアムガソリン間の差も大きくなかった。
現在、プレミアムガソリンとレギュラーガソ
リンとの実売価格差が１０％以上有ることを考
えると、プレミアムガソリンは、少なくとも経
済的には不利であることが結論付けられる。

③１０モードエミッションレベル 図２に結
果を示す。すべて、ｎ＝３の平均である。
ＣＯについてはプレミアムガソリンとレギュ
ラーガソリンの差は見られなかったが、ＨＣ，
ＮＯｘについてはプレミアムガソリンがエミッ
ションレベルが高いと言う結果になった。
特に、Ｄ社のもので、ＮＯｘエミッションが
高いようである。この事は、プレミアムガソリ
ンが必ずしも環境に対して優しいものではない
と言うことを示唆しているのかもしれない。

まとめ
今回は、シャシダイを
使って比較を行ったがガソ
リンによる特性を定量的に
示すことは出来なかった。
プレミアムガソリンは、
要求オクタン価が上がって
いる車では、ノッキングの
防止に役立つことが確認さ
れたが、価格のわりには動
力性能に与える効果は小さ
いと言わざるをえない。
今後の低価格化に期待し
たい。


